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岐阜県の不正資金問題に関する意見書 

去る７月５日に発覚した岐阜県の不正資金問題は、県民の信頼を失う重大な問題となっ 

ている。 

第三者による「プール資金問題検討委員会」での調査・検証によれば、不正資金づくり 

が全庁的に行われていたことや、総点検を実施せず結果としてその隠蔽工作に関与するな 

ど、問題を深刻化させた旧幹部の重い責任や現職員に関するしかるべき処分について言及 

し、再発防止に関する提言がなされている。 

公的機関の情報公開と説明責任が問われる時代にあって、こうした事件は県民への重大 

な背信行為であり、関係者の責任は重大である。 

よって県におかれては、事件の真相究明、関係者の刑事告発をふくむ処分と責任の明確 

化、不正経理で捻出した資金の速やかな返還はもとより、二度とこのような問題が起こら 

ないための再発防止策を講ずることを強く要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

平成１８年９月１１日 

高 山 市 議 会


